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○
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
四
号)

に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
、

二
五
五
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

五
六
億
三
、
四
九
一
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
三
号)

つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、

二
八
四
万
円
を
追
加
し
、
総
額
十

四
億
六
、二
三
一
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一
号)

に
つ

い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
、

五
四
二
万
円
を
追
加
し
、
総
額
十

二
億
六
、二
〇
九
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

に
つ

い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
五

七
万
円
を
追
加
し
、
総
額
七
億
九
、

九
四
四
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

に

つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、

〇
五
〇
万
円
を
減
額
し
、
総
額
八

億
八
、四
七
三
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
坂
下
墓
地

整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

二
号)

に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
一
、

二
〇
〇
万
円
を
追
加
し
、
総
額
一

億
四
、六
四
〇
万
円
と
す
る

・
平
成
十
九
年
度
宇
多
津
町
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

に
つ

い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、

〇
五
〇
万
円
を
減
額
し
、
総
額
八

億
八
、四
七
三
万
円
と
す
る
。

2

平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会
は
三
月
六
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

議
案
二
十
五
件
、
同
意
二
件
、
発
議
一
件
を
審
議
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
に
は
八

人
が
登
壇
し｢

環
境
問
題
・
ゴ
ミ
の
現
状｣

｢

銭
湯
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
期
間
延

長
を｣
｢

環
境
法
の
制
定
に
つ
い
て｣

｢

地
産
地
消
に
つ
い
て｣

｢

保
育
所
民
営
化
か｣

｢

町
内
の
老
人
、
弱
者
に
お
風
呂
を｣

｢

小
中
学
校
英
語
授
業
の
一
貫
教
育
の
取
組

は｣
｢

他
市
町
並
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を｣

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

町
長
よ
り
平
成
二
十
年
度
の
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

平成20年 第 １ 回 定 例 会

主な

定例会報告

所信を述べる谷川町長

主主
なな
審審
議議
結結
果果
とと
内内
容容
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○
平
成
二
十
年
度
当
初
予
算

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

確
実
に
実
施

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て賛

成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
三

億
八
、八
八
〇
万
円
と
す
る
。
対

前
年
度
比
一
億
一
、七
八
〇
万
円

の
増

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
三

億
四
、
四
〇
五
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億

一
、六
四
二
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
億

一
、〇
一
九
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億

四
、一
四
九
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
下
水
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
億

五
、九
四
五
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
坂
下
墓
地

整
備
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一

〇
万
円
と
す
る

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
収
益
的
収
入
を
三
億
七
、

六
二
二
万
円
、
収
益
的
支
出
を
三

億
六
、二
二
三
万
円
に

○
条
例
改
正
・
制
定

・
宇
多
津
町
と
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

実
施
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
特
別
会

計
を
設
置
す
る
た
め

・
宇
多
津
町
災
害
対
策
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
災
害
発
生
時
な
ど
の
災
害

対
策
費
を
積
立
て
る
た
め

・
宇
多
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

実
施
さ
れ
る
た
め

・
宇
多
津
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
原
案
可
決

〈
内
容
〉
消
防
団
の
定
年
年
齢
を
六

十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ

る

○
人
事
案
件

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
同
意

〈
内
容
〉
山
本
章
二
氏(

宇
多
津
町

四
六
三
番
地
六)

の
選
任
に
同
意

し
た

・
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
同
意

〈
内
容
〉
中
尾
佳
史
氏(

前
町
総
務

課
長
、
宇
多
津
町
浜
五
番
丁
六
三

番
地
六)

の
選
任
に
同
意
し
た

3

主な

� �

主
な
審
議
結
果
と
内
容

〈子育て・教育〉
妊婦健康診査の助成を４回から５回へ 160万円
各教育施設の改修工事 3,233万円

〈快適なまちづくり〉
宇多津広報､ 議会だよりを町内全戸 78万円
に配布
臨海公園付近に防犯カメラを設置 178万円
災害時に備えて災害対策基金を制定 1,000万円

〈魅力あるまちづくり〉
臨海公園再編工事 １億7,000万円
産業資料館増改築工事 �

�
�

１億5,700万円復元塩田釜屋改修工事

花いっぱいの町推進事業 50万円
まちづくりアクションプラン振興事業 100万円
西町網の浦線道路改良工事 8,000万円
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環
境
対
策
基
本
計
画
は
あ
る

の
か
。
ご
み
袋
の
有
料
化
で
量

は
減
っ
た
の
か
。
ま
た
、
資
源
ご
み
の

分
別
回
収
で
は
、
節
税
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
さ
ら
に
、
善
通
寺
市
な
ど
で
リ

サ
イ
ク
ル
利
用
さ
れ
て
い
る
廃
食
油
の

回
収
を
も
っ
と
積
極
的
に
し
て
は
ど
う

か
。

西
山
住
民
生
活
課
長

こ
の
策
定
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
長
期
振
興
計
画
を
基
本
に
し

た
分
別
処
理
計
画
な
ど
個
別
計
画
を
基

に
、
環
境
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
の
件
で
、
家
庭
ゴ
ミ

の
総
量
は
前
年
度
比
△
７
％(

推
定
値)

で
す
。
分
別
回
収
に
伴
い
資
源
ゴ
ミ
の

売
却
益
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
廃
食
油

は
回
収
し
、
飼
料
用
な
ど
の
油
脂
に
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
燃
料
と
し
て

新
し
い
再
利
用
手
法
も
研
究
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

｢

男
女
共
同
参
画｣

に
つ
い
て
。

管
理
職
、
審
議
会
委
員
な
ど
に
お
け

る
女
性
の
登
用
は
進
ん
だ
の
か
。
特
に

防
災
会
議
で
は
、
日
中
の
災
害
対
応
の

た
め
に
も
女
性
の
登
用
を
。
女
性
の
社

会
進
出
に
伴
う
子
育
て
支
援
、
学
童
保

育
の
充
実
は
ど
う
か
。

谷
川
町
長

防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の

件
で
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
は
極

め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

先
の
防
災
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

谷
川
教
育
次
長

十
八
年
四
月
一
日
現
在
と
十
九
年
四

月
一
日
現
在
を
比
較
し
ま
す
と
、
女
性

管
理
職
は
０
％
で
変
更
な
く
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
審
議
会
委
員
は
２
・
５

％
減
、
委
員
会
委
員
は
10
・
３
％
で
同

数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
男
女
が
協
力
し
て
子
育

て
に
参
画
で
き
る
よ
う
マ
タ
ニ
テ
ィ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
童
保
育
に
関
し
て
は
、
条
例
及
び
施

行
規
則
で
該
当
す
れ
ば
受
け
入
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

町
内
唯
一
の
銭
湯
が
閉
店
し
、

４
月
で
１
年
で
す
。
町
は
現
在
、

坂
出
市
内
の
銭
湯
に
町
の
ワ
ゴ
ン
車
で

送
迎
し
て
頂
い
て
お
り
、
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
送
迎
の
期
限
も

３
月
末
ま
で
で
す
。
期
間
の
延
長
、
継

続
を
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か

亀
井
保
健
福
祉
課
長

送
迎
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
銭
湯
の

閉
店
に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
お
困
り
の

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
利

用
状
況
と
季
節
的
な
も
の
を
考
慮
し
て
、

今
年
六
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
延
長
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー
室
の
利
用
は
こ
れ
ま

で
通
り
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
の

町
の
対
応
は

今
回
の
問
題
は
情
報
が
正
確
に
迅
速

に
関
係
機
関
に
つ
な
が
ら
ず
、
被
害
が

拡
大
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
が
ど
こ
へ
相
談
に
行
け
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
ど

う
対
処
さ
れ
た
か
。

亀
井
保
健
福
祉
課
長

健
康
被
害
あ
る
い
は
相
談
な
ど
に
つ

い
て
、
住
民
の
方
か
ら
連
絡
が
入
れ
ば

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
取
り
し
、
中

讃
保
健
福
祉
事
務
所
へ
連
絡
を
取
る
よ

う
な
体
制
を
取
り
ま
し
た
。
報
道
直
後
、

最
初
の
土
曜
、
日
曜
の
対
応
に
は
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
れ
ば
直
ち
に
中
讃

保
健
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
町
保
健
福

祉
課
職
員
へ
連
絡
を
す
る
よ
う
宿
日
直

職
員
に
指
示
し
ま
し
た
。

4
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本
町
の
環
境
問
題･

ゴ
ミ
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

西本弘子議員

銭
湯
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

の
期
間
延
長
を

谷川俊博議員
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平
成
18
年
９
月
に
景
観
行
政

団
体
に
な
っ
た
が
、
基
本
計
画

と
そ
の
内
容
は
。
既
存
の
建
築
物
等
の

対
応
は
。谷

川
町
長

古
街
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
住
民
主

導
の
下
に
検
討
さ
れ
、
住
民
の
景
観
に

関
す
る
意
識
の
高
ま
り
の
な
か
で
条
例

や
ル
ー
ル
作
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
具
体

的
な
内
容
は
今
後
、
具
体
的
計
画
策
定

の
な
か
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
新
都
市
の
景
観
を

主
と
す
る
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
い
ず
れ
ま
た
、
議
会
の

ご
議
論
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
童
保
育
の
充
実
を
。

学
童
が
増
加
し
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
が
手

狭
に
な
っ
て
い
る
が
対
応
は
。

谷
川
教
育
次
長

北
小
学
校
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

で
は
五
十
六
名
の
児
童
が
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
手
狭
で
あ

り
、
限
界
に
き
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
し
、
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
活
動
場
所
に
つ
い
て
は
、
最
善

策
を
講
ず
る
た
め
に
関
係
者
と
協
議
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
元
で
作
っ
た
作
物
な
ど
を

地
元
の
人
で
消
費
す
る
楽
市
は

地
元
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
開

催
日
に
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

近
く
農
協
の
倉
庫
を
改
装
し
て
、
地

元
の
人
の
作
っ
た
も
の
を
販
売
で
き
る

場
所
と
し
て
も
活
用
し
て
は

合
田
政
策
調
整
室
長

元
Ｊ
Ａ
倉
庫
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置

付
け
、
地
域
住
民
の
交
流
が
図
れ
る
場

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
実
際
の
活
用
内
容
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
者
始
め
、

各
分
野
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

施
設
の
運
営
委
員
会
を
設
け
ま
し
て
、

委
員
会
の
な
か
で
日
曜
楽
市
の
よ
う
な

取
り
組
み
も
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
今
後
の
利
用
や
活
用
に
つ
い
て
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
計
画
に
つ
い
て

南
部
地
域
の
方
た
ち
は
開
発
や
改
装

の
予
定
が
立
て
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
位
の
工

事
計
画
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

岡
田
水
道
課
長

今
年
度
、
二
十
二
年
度
ま
で
の
事
業

計
画
を
見
直
し
、
認
可
区
域
を
拡
大
し

ま
し
た
。
南
部
地
域
へ
は
、
来
年
度
以

降
、
幹
線
整
備
と
し
て
富
熊
宇
多
津
線

を
国
道
11
号
〜
川
津
丸
亀
線
交
差
点
ま

で
、
交
差
点
か
ら
西
へ
進
め
ま
す
。
も

う
一
か
所
岩
屋
地
区
を
拡
大
し
、
来
年

度
、
中
学
校
へ
と
整
備
を
進
め
、
中
学

校
周
辺
の
人
家
の
下
水
道
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。
既
存
の
民
家
地
域
は
、
十

楽
寺
地
域
で
三
菱
団
地
周
辺
、
長
縄
手

地
域
は
小
学
校
南
側
や
富
熊
宇
多
津
線

の
家
が
連
帯
す
る
所
を
順
次
接
続
す
る

予
定
で
す
。
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景
観
法｣

の
制
定
は
い
つ

に
な
る
の
か
？

香川虎生議員

地
産
地
消
に
つ
い
て

池田弘昌議員

手狭になってきているキッズプラザ
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町
長
は
今
議
会
の
所
信
表
明

演
説
で
民
営
化
に
強
い
意
欲
を

示
し
た
が
、
一
年
前
に
は｢

初
め
に
民

営
化
あ
り
き
で
は
な
い｣

と
言
っ
た
こ

と
の
想
い
の
違
い
と
、
こ
の
問
題
を
取

り
扱
う
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

谷
川
町
長

ま
ず
保
育
所
運
営
の
国
の
方
針
が
変

化
し
て
き
た
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
保

育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

民
営
化
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
、

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
提

言
を
十
分
尊
重
し
、
ま
た
、
議
会
で
ご

審
議
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
保
護
者
や

住
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
民

営
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

そ
れ
ら
協
議
の
状
況
や
諸
般
の
課
題
を

検
討
す
る
な
か
で
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
の
人
材

活
用
を
！

夜
間
の
体
育
館
の
管
理
に
常
駐
す
る

職
員
も
い
て
、
経
費
の
無
駄
と
当
該
職

員
の
従
業
意
欲
も
そ
が
れ
る
、
と
い
う

勿
体
な
い
状
態
に
あ
る
。
有
効
的
で
人

間
味
の
あ
る
人
材
活
用
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

山
分
教
育
長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
給
食
開
始
に
当
た
っ

て
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
意
見

を
聞
き
、
継
続
し
た
い
職
員
は
継
続
雇

用
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
の
配
置
先

は
、
現
在
の
職
場
へ
の
配
置
が
よ
い
と

判
断
し
、
そ
の
よ
う
に
配
置
を
し
ま
し

た
。

体
育
館
の
管
理
の
件
で
は
、
利
用
後
、

ゴ
ミ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
あ
り
、
学
校

か
ら
も
そ
の
管
理
を
強
く
求
め
ら
れ
、

用
務
員
と
し
て
職
員
を
配
置
し
て
い
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
経
費
削
減
、
人
件

費
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
常
に
意
欲
を

も
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
困
っ
て
い
る
の
は
足
の
弱

い
独
居
老
人
に
銭
湯
が
な
い
こ

と
だ
。
５
人
揃
っ
て
銭
湯
に
タ
ク
シ
ー

で
行
き
、
風
呂
代
と
交
通
費
で
一
千
円

負
担
し
て
い
る
。
入
浴
は
老
人
の
疲
労

回
復
、
病
気
予
防
に
な
る
の
で
早
急
に

町
営
浴
場
の
建
設
を
強
く
要
望
す
る
。

亀
井
保
健
福
祉
課
課
長

お
風
呂
を
建
設
、
設
置
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

量
販
店
対
策
は

町
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉

店
し
、
足
の
弱
い
老
人
は
タ
ク
シ
ー
で

食
品
の
買
出
し
を
し
て
い
る
。

町
は
旧
農
協
倉
庫
で
日
曜
市
施
設
を

準
備
し
て
い
る
が
、
老
人
達
の
緊
急
対

策
と
し
て
、
当
面
常
設
店
舗
と
し
て
営

業
を
強
く
要
望
す
る
。

合
田
政
策
調
整
室
長

元
農
協
倉
庫
の
利
用
や
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
住
民
主
体
の
運
営
委
員

会
を
設
け
る
な
か
で
、
日
曜
楽
市
を
含

め
た
利
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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保
育
所
民
営
化
か
？

藍川佳津樹議員

町
内
の
老
人
、
弱
者
に

お
風
呂
を

井原猛雄議員

改
築
中
の
旧
Ｊ
Ａ
倉
庫
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学
校
指
導
要
領
改
定
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
宇
多
津
教
育
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
つ
、
特
色
あ
る
教

育
の
為
に
も
、
改
定
案
の
時
間
以
上
に

英
語
の
授
業
時
間
を
小
学
校
で
取
っ
て

頂
き
た
い
。

地
域
連
携
指
導
実
践
事
業
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
か
。

山
分
教
育
長

二
十
年
度
、
英
語
活
動
に
対
す
る
小
・

中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
統
一
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

五
、
六
年
生
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は

四
年
生
も
な
の
か
、
一
年
生
か
ら
取
り

入
る
の
か
な
ど
、
あ
る
程
度
の
方
向
性

が
出
て
く
る
な
か
で
検
討
を
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
の
委
託
事
業
の
地
域
連
携
武
道

指
導
実
践
事
業
で
す
が
、
体
力
向
上
、

礼
儀
を
学
ぶ
意
味
で
も
、
中
学
校
で
剣

道
を
取
り
入
れ
た
研
究
実
践
を
考
え
て

い
ま
す
。

自
転
車
通
学
の
範
囲
見
直
し
は

生
徒
数
も
多
く
な
り
自
転
車
置
場
を

増
設
し
、
通
学
路
に
暗
い
所
や
家
屋
の

無
い
所
な
ど
危
険
性
の
あ
る
地
域
の
自

転
車
通
学
の
範
囲
見
直
し
は
。

各
部
活
ご
と
の
部
室
設
置
を
実
現
し

て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
原
学
校
教
育
課
長

二
十
年
度
、
中
学
校
で
、
自
転
車
置

場
を
三
十
台
分
ほ
ど
増
設
す
る
予
定
で

す
。
現
在
、
十
分
な
自
転
車
置
場
が
確

保
で
き
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
り
、
自

転
車
通
学
の
範
囲
を
１
・
２
㎞
と
し
て

い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
従
来
通
り
の
基

準
で
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
部
活

で
冬
、
暗
い
場
所
を
通
っ
て
帰
宅
す
る

場
合
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
許
可
し
て

い
ま
す
の
で
、
適
宜
安
全
に
は
十
分
配

慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
室
の
設
置
で
す
が
、
今
後
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
の
な
か
で
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

他
市
町
並
み
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

設
置
及
び
貸
出
の
現
状
と
、
今
後
の

設
置
計
画
内
容
を
。
ま
た
、
学
校
や
一

般
対
象
の
救
命
救
急
手
当
の
講
習
状
況

と
、
受
講
済
み
者
数
を
伺
い
た
い
。
そ

し
て
、
災
害
救
助
の
見
地
か
ら
消
防
団
・

消
防
車
両
に
も
必
要
と
思
う
が
。

亀
井
保
健
福
祉
課
長

町
保
健
福
祉
課
で
は
十
八
年
度
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
一
台
設
置
し
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
な
ど
の
会
場
に
配
置
し
た

り
、
大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
会

場
に
保
健
師
が
持
参
し
、
救
護
に
あ
た
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方

が
集
ま
る
催
し
に
も
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
一
般
の
方
に
つ
い
て
は
、

健
康
ま
つ
り
で
実
施
さ
れ
る
講
習
会
を

昨
年
三
十
五
人
が
受
講
し
、
母
子
愛
育

会
の
講
習
会
に
お
い
て
、
昨
年
二
十
八

人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
過
去
、
町
職

員
や
消
防
団
員
も
何
度
か
講
習
を
し
て

い
ま
す
。藤

原
学
校
教
育
課
長

現
在
、
学
校
で
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

の
も
の
を
借
り
て
い
ま
す
。
二
十
年
度

は
幼
・
小
・
中
学
校
に
設
置
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
講
習
で
す
が
、
小
・
中

学
校
で
は
養
護
教
諭
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
二
年
前
に
教
諭
全
員

が
実
技
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

土
地
利
用
検
討
会
の
設
置
を

｢

自
治
体
財
政
健
全
化
法｣

の
施
行

に
未
利
用
地
の
活
用
は
必
須
で
、
利
益

を
生
む
意
識
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
検
討
会
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
浜
二
番
丁
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

浜
六
番
丁
の
保
留
地
の
利
用
目
的
は
。

中
尾
総
務
課
長

イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
は
、
広

範
囲
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
施
設
利
用

や
、
公
園
や
駐
車
場
を
始
め
と
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

効
果
的
な
土
地
利
用
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
保
留
地
は
、
土
地
利
用

計
画
上
、
保
育
所
用
地
と
し
て
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
時
代
、
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
よ
り
、
今
日
的
に
は
具
体
的
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

共
に
利
用
計
画
の
具
体
化
を
待
っ
て
買

い
戻
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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小
中
学
校
英
語
授
業
の

一
貫
教
育
の
取
り
組
み
は

宮本 �議員

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
救
急
手
当
講
習
の

充
実
と
公
有
地
の
有
効
活
用

大松喜次郎議員
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今
回
の
研
修
は
香
川
県
議
会
広
報
発

行
町
連
絡
協
議
会
に
よ
る
議
会
広
報
編

集
委
員
県
外
研
修
で
平
成
20
年
１
月
18

日
に
日
帰
り
研
修
を
行
っ
た
。
香
川
県

に
は
現
在
９
つ
の
町
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
議
会
だ
よ
り
を
発
刊
し
て
い
る
町

は
６
町
で
あ
り
、
そ
の
６
町
の
合
同
研

修
で
あ
る
。
研
修
先
は
島
根
県
邑
南

(

お
お
な
ん)

町
と
し
た
。
邑
南
町
は

島
根
県
と
広
島
県
の
県
境
に
位
置
し
、

平
成
16
年
10
月
１
日
瑞
穂
町
、
石
見
町
、

羽
須
美
村
の
２
町
１
村
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
町
で
あ
る
。
議
会
広
報
の
レ

ベ
ル
は
非
常
に
高
く
、
議
員
が
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
事
を
聞
き
研

修
先
と
し
た
。
邑
南
町
議
会
だ
よ
り
の

｢

編
集
方
針｣

は
、
技
術
偏
重
で
な
く
、

議
会
の
特
性
あ
る
い
は
特
異
性
と
い
う

基
本
を
重
視
し
、
公
平
、
公
正
に
し
て
、

お
も
し
ろ
く
、
た
の
し
く
、
発
行
が
待

ち
遠
し
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い

る
。｢

編
集
姿
勢｣

は
結
果
報
告
よ
り

経
過
報
告
中
心
に
い
わ
ゆ
る
可
決
へ
の

道
程
が
い
き
い
き
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
て
い
る
。｢

文
章
・
用
語｣

は
や
さ
し
い
普
通
の
言
葉
に
徹
し
、
ス

リ
ム
で
テ
ン
ポ
の
い
い
文
章(

記
事)

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
方
針
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
る
。｢

写
真｣

は
住
民

の
姿
が
見
え
る
有
人
写
真
を
取
り
入
れ
、

特
に
紙
面
に
住
民
が
参
加
で
き
て
い
る

か
な
ど
住
民
参
画
を
前
面
に
出
し
た
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
宇
多
津

町
の
議
会
だ
よ
り
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
ら

が
出
来
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
今

後
も
っ
と
読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す

い
、
住
民
に
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

目
的

宇
多
津
町
の
臨
海
公
園
再
編
整

備
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
中
、
同
様
の

施
設
を
調
査
し
、
特
別
委
員
会
と
し
て

の
提
言
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族
園

今
年
で
開
館
五
十
周
年
を
迎
え
る
国

内
有
数
の
老
舗
水
族
館
で
、
展
示
ノ
ウ

ハ
ウ
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
年
間

入
館
者
は
二
百
二
十
万
人
前
後
で
推
移
、

こ
の
程
度
が
営
業
損
益
の
分
岐
点
だ
そ

う
だ
。
集
客
力
維
持
の
た
め
に
、
週
一

の
ペ
ー
ス
で
マ
ス
コ
ミ
に
イ
ベ
ン
ト
そ

の
他
の
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
、
と
い
う
苦
労
話
も
あ
る
。

二
十
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
、

周
辺
の
海
浜
公
園
と
一
体
化
し
た
公
園

内
施
設
と
し
て
水
族
館
か
ら
水
族
園
に

名
前
を
改
め
た
が
、
そ
の
周
辺
の
公
園

施
設
や
一
千
台
の
駐
車
場
の
運
営
管
理

は
、
別
の
市
の
外
郭
団
体
が
受
け
て
い

て
、
お
い
し
い
収
益
は
そ
ち
ら
に
持
っ

て
い
か
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
有
り
そ
う
で
あ
る
。

赤
穂
市
立
海
洋
科
学
館

宇
多
津
町
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た

塩
田
跡
地
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル(

宇
多
津

は
約
百
八
十)

の
う
ち
、
七
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
海
浜
公
園
と
し
て
兵
庫
県
が

整
備
し
た
、
規
模
、
景
観
と
も
す
ば
ら

し
い
、
バ
ブ
ル
の
遺
産
と
も
云
え
そ
う

な
公
園
で
あ
る
。

そ
の
中
に
市
が
海
洋
科
学
館
を
建
設

し
当
時
の
塩
田
風
景
を
残
し
、
製
塩
の

体
験
学
習
施
設
な
ど
に
供
し
て
い
る
。

年
間
三
万
六
千
五
百
人
の
来
館
者
が
あ

る
が
、
運
営
費
は
赤
字
二
千
七
百
五
十

万
円
と
市
派
遣
の
幹
部
職
員
一
名
の
給

与
を
市
が
ま
か
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
も
公
園
施
設
は
県
営
で
科
学
館

は
市
営
と
い
う
縦
割
り
の
非
効
率
が
存

在
し
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
市
に
は
赤
穂

歴
史
博
物
館
と
い
う
立
派
な
施
設
が
別

に
あ
っ
て
、
そ
ち
ら
で
は
赤
穂
浪
士
関

連
の
歴
史
遺
産
と
製
塩
道
具
な
ど
を
展

示
し
て
お
り
、
塩
に
関
す
る
展
示
学
習

施
設
が
科
学
館
と
博
物
館
に
分
散
さ
れ

る
と
い
う
、
こ
れ
も
疑
問
の
残
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

宇
多
津
町
の
臨
海
公
園
再
編
整
備
に

あ
た
っ
て
は
理
念
の
し
っ
か
り
し
た
合

理
的
、
効
率
的
な
運
営
管
理
が
で
き
て
、

小
粒
な
が
ら
も
地
元
住
民
や
来
場
者
が

楽
し
み
感
心
す
る
よ
う
な
施
設
に
な
る

よ
う
に
、
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
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別
委
員
会
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２月15日に第８回 ｢宇多津子ども議会｣ が
本町議会本会議場にて開会されました｡ これ
は､ 宇多津の未来を担う小中学生に民主的な
議会制度がどの様な仕組みで進行されるのか
を学んでもらい､ 青少年の目線で日ごろから
思っていることを町長並びに各担当課長に質
問し､ 直接答弁を受けて宇多津町政に関心を
持ってもらおうと毎年実施しています｡ 宇多
津小学校､ 宇多津北小学校､ 宇多津中学校の
児童生徒約70人が出席する中､ 活発な質疑応
答が交わされました｡

宇多津北小学校からの要望
｢夏季の渇水時にも学校プールでの水泳学

習が行えるようにして欲しい｣ という要望が
出されました｡ この問題に対しての対策案も
同時に出され､ 海水を真水に変える設備の設
置案や井戸水を利用する案など､ 毎年､ 水泳
学習に目標を持ち､ 楽しみしている児童生徒
の切なる思いが伝わりました｡

宇多津中学校からの提案
わが町の歴史・地理・文化的特徴を学び､ また観光客へのボランティアガイドの養成を目的と

した ｢宇多津ふるさと検定｣ の導入案が出されました｡ 四国四県の各観光協会においての共同事
業では ｢四国観光検定｣ があり､ この検定に合格すると ｢四国観光達人｣ の称号が得られます｡
この提案についても､ 自分の町の歴史文化などを学ぶことにより､ 観光客への ｢おもてなしの心｣
も向上されることにつながるのではないでしょうか｡

宇多津小学校からの要望
充実した読書活動が可能な環境を整えるために ｢図書室での図書専門員 (司書補助員) の配置｣
と ｢ライブラリーうたづの蔵書検索ネットワークシステムの導入｣ の要望が出されました｡ 現在､
ライブラリーうたづでは､ 蔵書は約６万冊以上､ 新聞､ 雑誌のほかＣＤ､ ビデオなど様々な資料
を収集しています｡ 確かにこれら図書類の所蔵または返却状況が､ 事前にパソコンや携帯等で確
認できるのなら無駄に足を運ぶ必要がありません｡ 現代の情報化社会に似合った要望でした｡
また､ 発議としてテレビ､ ゲーム､ パソコンの利用を自粛し､ 読書時間や家族とのふれあい時

間などを増やすことを目的とした ｢ノーメディアデー｣ の制定案が出されました｡ この発議に対
して宇多津中学校生徒から携帯電話についても自粛すべきという修正案が出され､ 全会一致で可
決されました｡ これにより､ 毎月10日が ｢ノーメディアデー｣ の日と制定され､ ３月より実施さ
れています｡

子 ど も 議 会
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４月13日聖通寺市が開催されました｡
聖通寺市は西暦868年より1100年以上も続

いている､ 由緒ある市でありこの一日は､ 宇
多津の歴史の１ページを思い起こす一日であ
るように思われます｡
私たちが子供の頃は毎年４月12日､ 13日に
開催されていて､ 学校などは午後から休校で
たくさんの子供たちが聖通寺市に行っていま
したが､ 訪れる人々が少なくなり約10年前よ
り商工会青年部が､ 市の復興に取り組み地元
自治会の協力もあり､ 昔のにぎわいが戻って
来たように感じます｡
これからも歴史ある聖通寺市が盛り上がり､
子供たちが大きくなっても思い出にのこる市
であり続けてほしいと願います｡

６日 議員総会
18日 議会運営委員会

３日 議会運営委員会
４日 全員協議会
６日 第１回定例会本会議
10日 一般質問
11日 総務民生､ 建設教育合同委員会
12日 総務民生､ 建設教育合同委員会
13日 総務民生常任委員会
14日 建設教育常任委員会
17日 全員協議会・本会議
19日 議員総会

����������

開かれた議会を目指して
宇多津町議会では､ 議会活性化のため
に､ 様々な取組みをしています｡

● 定例議員総会(毎月第１火曜日)
● 『議会だより』の作成･発行(年４回)
● 日曜議会・夜間議会などの開催
● 各委員会による調査・研究など
ご 意 見 等 は 議 会 へ

����������������������
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

����������������������
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�月
１日 議員総会
22日 防災特別委員会
24日 議員総会
28日 防災特別委員会

この冊子は再生紙を使用しています
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議会広報特別委員

宮本 �委員西本弘子委員 大松喜次郎委員
平田弘次副委員長 香川虎生委員長青木義勝議長

議
会
だ
よ
り
第
26
号
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様
に
よ
り
一
層
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
に
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
委
員

全
員
で
協
議
し
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
も
字
数
は
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
る
事
は
大
変
で
、
な
か
な
か
字

数
を
守
っ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
字
数
を
増
や
し
百
字

以
内
で
ま
と
め
て
頂
く
よ
う
に
委
員
会
よ
り
、
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

色
々
な
質
問
内
容
を
百
字
以
内
に
ま
と
め
る
事
は
大
変
苦
労
す
る
、

質
問
の
内
容
が
読
ん
で
頂
い
て
い
る
住
民
の
方
々
に
正
確
に
伝
わ
り
難

い
な
ど
、
多
く
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
一
人
の
ス
ぺ
ー
ス
が
決
ま
っ

て
い
る
以
上
統
一
す
る
ほ
う
が
紙
面
も
綺
麗
で
読
み
や
す
い
、
そ
の
様

な
意
見
も
あ
り
、
今
回
よ
り
実
施
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
全
員
が
長
い
質
問
を
百
字
以
内
に
ま
と
め
る
の
に
非
常
に
苦
労
し

て
い
ま
し
た
が
、
全
員
が
約
束
を
守
っ
て
協
力
頂
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
行
く
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

議
員
一
人
一
人
が
内
容
に
つ
い
て
は
努
力
し
読
ん
で
頂
く
住
民
の
方
々

に
分
り
易
く
、読
み
や
す
い
、誤
解
の
無
い
よ
う
な
質
問
内
容
に
ま
と
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

Ｔ･

Ｍ)
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